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令和６年度第２回「中央区介護保険地域密着型サービス運営委員会」及び 

「中央区おとしより相談センター運営協議会」 

 

第１部 「中央区介護保険地域密着型サービス運営委員会」議事（要旨） 

 

１ 日時 令和７年２月２０日（木） 午後６時３０分から８時００分 

 

２ 場所 中央区役所 ８階 大会議室 

 

３ 出席者  

【委員】  亀井智子（委員長）、井戸田舞（副委員長）、戸所綾子（副委員長）、山田隆久 

関谷治久、佐久間悟、渋谷泰史、荻巣麻美、野瀬一郎、北川達三、髙野大輔 

中野俊昭、湊陽子、足立直子、田部井久 

【事務局】高齢者福祉課長、介護保険課長、介護保険課地域支援係長、指導担当係長 

【出席の承諾を受けている者】京橋おとしより相談センター管理者 

日本橋おとしより相談センター管理者 

月島おとしより相談センター管理者 

【傍聴】なし 

 

４ 配布資料 

  第１部 中央区介護保険地域密着型サービス運営委員会 

   議題１ 地域密着型サービス 区外指定事業所（資料１） 

   議題２ 地域密着型サービス 令和６年度・７年度指定更新予定事業所（資料２） 

   議題３ 地域密着型サービス 区内事業所の利用状況（資料３） 

     

  第２部 中央区おとしより相談センター運営協議会 

議題１ 令和７年度事業計画（案）（資料４） 

   議題２ 中央区おとしより相談センター事業実施方針（案）（資料５） 

議題３ センターにおける職員配置基準の柔軟化（資料６） 
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第１部 中央区介護保険地域密着型サービス運営委員会 

議題１ 地域密着型サービス 区外指定事業所（資料１） 

・介護保険課長より、区外指定事業所の状況について、前回から変更がないことを報告した。 

 

議題２ 地域密着型サービス 令和６年度・７年度指定更新予定事業所（資料２） 

・介護保険課長よりデイサービスセンター晴海苑（指定有効期限：令和７年４月３０日）及びグル

ープホーム晴海苑（指定有効期限：令和７年４月３０日）について、更新予定であることを報告し

た。 

 

議題３ 地域密着型サービス 区内事業所の利用状況（資料３） 

・介護保険課長より、区内事業所の利用状況について報告した。 

  夜間対応型訪問介護の「新川訪問介護ステーション」は、登録者の月平均が前年度６６.３人から

５４.４人と前年度比８２.１％に減少している。 

  「優っくり小規模多機能介護中央湊」は、訪問延利用者数が前年度２０２人から３４５人と前年

度比１７０％で大幅に増加している。認知症が進みデイサービスになじめない利用者や在宅生活を

中心とした利用形態を希望する利用者が増え、通いよりも訪問の利用回数が増えているとのことで

あった。 

  「ココファン勝どき」は、登録人数及び通所・訪問の利用者が減少しており、入院や施設入所に

よる登録者数の減少に伴い、全サービスの利用者数減につながった。訪問の大幅減は、機能低下に

より訪問を中心としたサービス提供が困難になった利用者を、宿泊を中心にしたサービス利用に組

み直したことによるとのことであった。 

  地域密着型のサービス種別ごとの利用者数は、定期巡回・随時対応型訪問介護看護が増えており、

一方で夜間対応型訪問介護が減少している。 

  なお、地域密着型サービス新規指定事業所は今回、該当事業所がなかった。 

 

【意見・質問】 

・更新は、特に問題がなく、区のほうとしても更新を受け入れるという考え方か。 

→毎年ではないが、区で指導等で適切な運営がなされていることを確認をしている。 

・全て区の基準をクリアしているから更新予定となる事業所の資料だと読んでよいのか。 

→そのとおりである。 

・利用状況に関連して聞きたい。区の介護保険計画を拝見したが、地域密着型サービスについての整
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備計画もしくは事業計画が特に見当たらない。区として現在ある整備済みのものだけで十分なので

特に掲載していないのか、論議をしていないのか、経緯を教えてほしい。 

→区では介護保険事業計画で、介護の需要数を３年ごとに算出し、供給ができるかどうかを計画す

る。国の見える化システムというシステムで、将来需要というものを算出している。 

  今回のこの３年間は、将来需要に対して、区の介護のサービスというのは現状足りているだろう

ということで、現時点で計画等は策定はしていない。 

 また、計画の策定については、人口も急激に増えており、適宜つくっていくのか、長期計画でし

っかり介護施設等の整備計画を立てていくのかは、どちらもメリット・デメリットがあるが、区

では現時点で、計画を策定するよりは、その３年ごとの中で次の整備等を検討していくやり方を

取っている。 

・運営委員会だけが定期的に開催されており、ベースとなる計画案は存在しないけれども、国がやれ

と言っているからこの運営委員会だけは定期的にやっている。もともと計画があって進捗状況はど

うか、その計画が適切なのかどうかというのがこの会議のスタート点ではないか。 

→地域密着型サービスを含めた介護サービス全体については、高齢者施策推進委員会という別の委

員会があり、全体的に議論している。 

  その中でグループホームの整備が計画に掲載されているが、区内になかなかグループホーム等を

つくる土地がないので、再開発など期を捉えて整備していくということで計画を立てている。 

  実際に形になってくれば、またこちらの委員会で御報告なりさせていただくこととなる 

・資料１の区外指定事業所は、亡くなったなどして使われなかった場合は、指定の解除を行っている

のか。 

→指定の解除（廃止）を行う場合や、利用がないので更新しないことによる廃止という場合もある。 

 

 

第２部の資料及び要旨等は別途、令和６年度第２回「中央区おとしより相談センター運営協議会」

にて掲載しておりますのでそちらをご参照ください。 


